
 令和７年 5 月２２日  
北九州市政策局  

報道機関各位 
 

 

 

SDGｓに関する国連会議が北九州市で開催されます!! 

 

 
◆ ２０２５年１１月に、国際連合が主催する「第１６回国連統計委員会専門家会

合」が北九州市で開催されることになりました。 
 
◆この会合は、過去ノルウェー・オスロやデンマーク・コペンハーゲンなどの世

界の主要都市で開催されてきており、日本では初開催となります。 
 
◆会合には、２７加盟国の代表、及び世界各国からの関連機関や NPO などの

オブザーバなど計１６０名程度が参加し、2030 年のポスト SDGｓを 
見据え、SDGｓの進捗を測る指標の策定や見直しなどが議論されます。 

 
◆北九州市としては、同会合の日本政府代表を務める総務省と連携した運営

を行うとともに、国内外にサステナブル・シティ北九州市の発信に努めま

す。 

 

記 

１ 開催概要 

 （１）名称：第１６回国連統計委員会専門家会合 

16ｔｈ Meeting of IAEG－SDGｓ in Kitakyushu, JAPAN  

（２）日程：２０２５年（令和７年）１１月５～７日 

(3)会場：北九州国際会議場（予定） 

（４）国連統計委員会専門家会合（IAEG-SDGｓ）について 

  Inter-Ａgency and Expert Group on SDG Indicators 

設置年月 ２０１５年１０月に国連統計委員会の下に設置 

会合は、基本毎年開催 

構成国 （※：国連統計委員会議長国） 

①スイス（※） ②マダガスカル ③ルワンダ ④赤道ギニア 

⑤マラウィ ⑥ブルキナファソ ⑦シエラ・レオネ ⑧エジプト 

⑨チュニジア ⑩ヨルダン ⑪インド ⑫日本 

⑬キルギスタン ⑭フィリピン ⑮トンガ 
⑯アーティグ・ 

バーブーダ 

⑰ガイアナ ⑱ブラジル ⑲エクアドル ⑳グアテマラ 

㉑ハンガリー ㉒モルドバ ㉓カナダ ㉔デンマーク 

㉕アイルランド ㉖イタリア ㉗ノルウェー 

 

 日本“初”開催 



 

（５）過去５回の開催状況（１１th、１２tｈはヴァーチャル実施のため除く） 

No 日 程 開催地 開催国 

１５th 2024/ 10/21-23 オスロ ノルウェー 

１４th ２０２３/ 10/23-25 コペンハーゲン デンマーク 

１３th 2022/ 11/7-9   バンコク タイ 

１０th 20１９/1０/2１-２4 アジス・アベバ エチオピア 

９ｔｈ ２０１９/ ３/２５－２８ ベイルート レバノン 
 

（６）その他 

■日本招致理由（総務省コメント） 
日本は、国連統計委員会の委員国であり、２０３０年のポストＳＤＧｓを見据え

た貢献を図る趣旨からこの会合の招致を決めました。 

 

■北九州市が開催地に選定された理由 

・激甚な公害を克服し、環境分野において国内外から高い評価を受けている

こと。 

・日中韓三カ国環境大臣会合の複数開催や、Ｇ７北九州エネルギー大臣会合

など、国際会議の開催実績があること。 

 

２ 参考資料 

  国連統計委員会専門家会合（IAEG-SDGs）日本開催の概要 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問合せ先】 

政策局 国際政策課  

担当： 宮﨑（係長）、瀧口（課長）  

ＴＥＬ： ０９３-５８２-２１４６ 

会議の詳細や関連イベントなどは決定次第、お知らせいたします。 



国連統計委員会

国連統計委員会専門家会合（IAEG-SDGs）日本開催の概要

・会議日程：令和７年11月５日（水）〜７日（金）（３日間）
・主 催 ：国連統計部（事務局を担当） ※総務省において開催に必要な会場等を手配
・開催地：福岡県北九州市
・会 場 ：北九州国際会議場（予定）

・会議の概要：
2015年に国連統計委員会の下に設置。SDGsの進捗を測る指標の策定、見直し、モニタリングの実施等

に関する検討を行う専門家会合

・参加者：各地域の代表メンバー（27加盟国）（※）（事務方）、国連統計委員会議長国（スイス）、
その他各国政府、国際機関（WHO、UNESCO、ILO等）、NGO（オブザーバ）（約130名）、
国連事務局

11月５日（水）：メンバー国のみ参加の会合（計30名弱）
11月６日（木）〜７日（金）：メンバー国＋各国政府、

国際機関等のオブザーバ（計160名程度）

SDG指標に関する機関間専門家グループ（IAEG-SDGs）
（Inter-Agency and Expert Group on SDG Indicators）

（※）インド、フィリピン、キルギスタン、スイス、カナダ、ノルウェー、デンマーク、アイルランド、イタリア、ハンガリー、
モルドバ、ブラジル、エクアドル、グアテマラ、マダガスカル、ルワンダ、赤道ギニア、マラウイ、ブラキナファソ、
シエラレオネ、エジプト、チュニジア、ヨルダン、トンガ、アンティグア・バーブーダ、ガイアナ

総務省作成資料


